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令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
19
日
ま
で

の
２
日
間
と
決
め
た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
３
件
、
予
算
２
件
、
報
告
１
件
、

同
意
12
件
、
そ
の
他
２
件
が
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
意
見
案
１
件
、
そ
の
他
１

件
が
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
。
全
て
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し
て
18
日
に
閉

会
し
た
。

№120

北海道苫前町議会 2020～住民の意見を行政に～

苫前郡苫前町字旭37番地の1

議会報発行
特別委員会

　　 委員長 　　
西　大志

　  副委員長  　
伊藤 まち子

　 　 委員 　 　
村本　隆

早川 日出利

橋
梁
設
計
・
修
繕
が
始
ま
る

 

～
町
内
８
橋
梁
のメン

テ
ナ
ン
ス
事
業
～

令和２年度 第２回定例会
一般会計補正額

1億4,131万1千円
一般会計総額

56憶4,263万6千円
介護保険特別会計補正額

45万円
介護保険特別会計総額

4憶1,850万6千円

主
な
議
案
と
質
疑

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

の
変
更

　

事
業
の
追
加
に
よ
り
計
画
を
変

更
す
る
。

〈
追
加
事
業
〉

・�

一
般
廃
棄
物
ご
み
処
理
施
設
整

備
事
業

・�

苫
前
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
地

方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
関
係
規
定
を
整
備
す

る
。

・
徴
収
猶
予
の
特
例

・
税
額
控
除
の
特
例

・�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
要
件
の
弾
力
化

・�

生
産
性
向
上
特
措
法
に

基
づ
く
固
定
資
産
税
の

特
例
措
置
の
拡
充
・
延

長
・�

軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
の
臨
時
的
軽
減
の
延

長
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
番
号
の
通
知
カ
ー

ド
廃
止
に
伴
う
、
当
該
カ

ー
ド
に
係
る
手
数
料
の
規

定
を
削
除
す
る
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

消
費
税
の
10
％
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
軽

減
を
拡
充
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

 

西
議
員

　

き
ら
り
サ
イ
ク
ル
工
房
に
お
い

て
発
生
し
た
火
災
に
つ
い
て
、
発

火
性
危
険
ご
み
な
ど
の
分
別
廃
棄

の
徹
底
を
住
民
に
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

 

平
井
住
民
生
活
課
長

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
ポ
ス
タ
ー
の
更
新
版
の
各
戸
配

布
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

度
の
火
災
を
受
け
、
広
報
紙
や
回

覧
板
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い

く
。

　

 

田
沢
議
員

　

町
営
住
宅
の
入
居
要
件
に
つ
い

て
、
持
ち
家
が
あ
っ
て
入
居
さ
れ

て
い
る
方
が
い
る
が
、
空
き
家
対

策
と
し
て
持
ち
家
の
解
体
な
ど
の

要
件
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

 

星
建
設
課
長

　

入
居
要
件
で
は
、
持
ち
家
が
あ

る
場
合
、
解
体
を
お
願
い
し
て
い

る
が
、
期
限
の
定
め
は
な
い
。

対
応
に
つ
い
て
今
後
協
議
し
て
い

く
。

質答質答

主 な 事 業 
【一般会計補正予算】
　◦道路メンテナンス事業
　◦有害鳥獣対策電気柵設備購入事業
　◦町内小中学校ネットワーク整備事業
　◦世帯向け民間賃貸住宅建設支援事業

【介護保険特別会計補正予算】
　◦時間外勤務手当の増額
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質 

問

伊
藤
議
員

感
染
症
と
自
然
災
害
の
複
合

災
害
の
備
え
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
し
な
い
中
で
、
災
害
時
の

避
難
対
策
、
感
染
症
と
自
然
災
害

の
複
合
災
害
に
備
え
た
対
策
に
関

し
、
次
の
６
点
に
つ
い
て
伺
う
。

質�

感
染
症
に
関
す
る
対
応
策

は
、
地
域
防
災
計
画
及
び
防
災
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
に
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答�

政
府
の
中
央
防
災
会
議
で
防

災
基
本
計
画
が
感
染
症
へ
の
対
応

を
盛
り
込
む
形
で
修
正
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
対
処
方
法
を
参
考
に

し
、
関
連
事
項
を
早
急
に
取
り
入

れ
、
今
後
の
災
害
発
生
時
に
備
え

る
。

質�

分
散
避
難
は
、
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
町
と
し
て
の
考
え
方
は
。

答�

感
染
症
対
策
を
考
慮
し
た
分

散
避
難
は
、
換
気
対
策
に
十
分
配

慮
し
た
上
で
、
三
密
回
避
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な

ど
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
も
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

　
質�

避
難
者
の
検
温
に
必
要
な
体

温
計
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保

と
、
検
査
体
制
の
確
認
は
で
き
て

い
る
の
か
。

答�

避
難
所
の
受
付
窓
口
に
専
門

職
員
を
配
置
し
、
避
難
者
の
検
温

や
健
康
状
態
の
聞
き
取
り
を
実
施

す
る
こ
と
で
適
切
な
避
難
場
所
へ

の
誘
導
が
可
能
と
な
る
。
必
要
な

非
接
触
型
の
体
温
計
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
は
既
に
確
保
し
て
い
る
。

質�
避
難
所
に
体
調
不
良
者
専
用

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
で
き
る
の

か
。

答�

体
育
館
や
ホ
ー
ル
な
ど
広
い

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
人
と
人
と

の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
避
難
者
へ

の
感
染
防
止
に
努
め
る
。

質�

飛
沫
と
し
て
床
面
に
落
ち
た

ウ
イ
ル
ス
は
、
ほ
こ
り
等
に
付
着

し
て
20
㎝
位
舞
い
上
が
る
た
め
、

床
に
横
た
わ
る
こ
と
は
感
染
リ
ス

ク
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
が
有
効
で
あ
る
。
令
和

２
年
度
予
算
で
は
10
台
購
入
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
上
増

や
す
予
定
は
な
い
の
か
。
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
は
椅
子
代
わ
り
に
も
な

る
の
で
、
感
染
予
防
以
外
に
も
高

齢
者
の
た
め
に
備
蓄
数
を
増
や
す

べ
き
と
考
え
る
。

答�

昨
年
の
全
道
町
村
会
の
研
修

会
で
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
講
習

を
受
け
、
そ
の
有
効
性
を
確
認
し

て
い
る
。
当
初
予
算
の
10
台
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
購
入
と
と
も
に
早
急
に
整

備
を
進
め
る
。

質�

避
難
時
の
非
常
持
ち
出
し
品

と
し
て
、
感
染
症
を
考
慮
し
た
物

品
の
周
知
が
必
要
で
は
。

答�

迅
速
な
避
難
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
範
囲
で
、
感
染
症
防
止
対
策

に
有
効
な
物
品
の
持
参
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
か
、
併
せ
て
検
討

し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
資
材
と
し
て
、
住
民
向
け

の
使
い
捨
て
マ
ス
ク
３
万
枚
、
手

指
用
及
び
施
設
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー

ル
、
衛
生
・
防
護
用
品
に
防
護
服

１
３
０
枚
、
ゴ
ー
グ
ル
、
感
染
防

止
用
マ
ス
ク
な
ど
の
備
蓄
は
完
了

し
て
い
る
。
今
後
も
第
二
次
補
正

予
算
に
よ
る
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
必
要
な
資
材
を
整
備

し
て
い
く
。

　

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
な
が
ら
避

難
所
を
運
営
す
る
手
法
に
つ
い
て

は
、
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成

し
た
う
え
で
、
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

Ｑ．		コロナ禍における防災対策が必要
ではないか	

Ａ．	早急に計画に盛り込み有事に備える	

◦�

避
難
が
必
要
に
な
っ
た
時

に
、
感
染
症
が
心
配
。
防
災

対
策
は
で
き
て
い
る
の
か
。

◦�

感
染
症
に
対
応
し
た
避
難
時

の
持
参
品
の
周
知
を
。

質
問
の
背
景
・
ポ
イ
ン
ト

答 

弁

福
士
町
長たくさんの企業や団体などから

施設用消毒液をはじめ衛生資材
の寄付を受けた

役場や支所の窓口では、現在透明のビニール
にて応急対策が取られているが、今後アクリ
ルパーテーションにより対策が施される
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質 

問

早
川
議
員

授
業
不
足
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を 

学
校
内
で
の
予
防
対
策
は

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
学
校
教
育
は

２
月
末
か
ら
約
３
ケ
月
に
わ
た
っ

て
臨
時
休
校
と
な
り
、
６
月
１
日

よ
り
通
常
登
校
と
な
っ
た
。
そ
の

間
分
散
登
校
は
あ
っ
た
が
、
授
業

日
数
が
45
日
ほ
ど
不
足
す
る
た

め
、
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

は
教
育
課
程
の
う
ち
２
割
程
度
を

家
庭
学
習
で
も
可
能
な
内
容
に
分

類
し
て
約
20
日
分
確
保
し
、
残
り

を
夏
休
み
の
短
縮
や
土
曜
授
業
で

補
う
こ
と
に
よ
り
学
校
行
事
も
実

施
で
き
る
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以

外
の
学
年
は
、
２
～
３
年
か
け
て

学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
平
時
と
異
な
る
状
況
で

子
ど
も
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

中
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
偏
見
や
差

別
化
な
ど
の
い
じ
め
が
発
生
し
や

す
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
児
童
生

徒
へ
の
心
の
ケ
ア
が
必
要
と
感
じ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
わ
が

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

●
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
留

萌
管
内
の
感
染
者
は
４
人
で
、
そ

の
後
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

道
内
で
は
毎
日
数
名
の
感
染
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
学
校
内

で
の
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答 

弁

池
田
教
育
長

●
夏
期
休
業
期
間
に
つ
い
て
は
、

苫
前
小
・
古
丹
別
小
は
、
休
業
開

始
日
を
７
月
23
日
か
ら
８
月
１
日

に
変
更
し
て
９
日
間
短
縮
、
苫
前

中
は
８
月
７
日
に
変
更
し
て
15
日

短
く
、
古
丹
別
中
は
８
月
８
日
に

変
更
し
16
日
間
短
く
な
る
。

　

土
曜
授
業
は
、
苫
前
小
で
２
回

古
丹
別
中
で
は
７
回
を
予
定
。
ま

た
、
苫
前
中
で
は
、
週
３
回
程
度

１
コ
マ
の
時
間
数
を
50
分
か
ら
45

分
に
短
縮
し
７
時
間
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

現
計
画
で
は
必
要
な
授
業
日
数

は
確
保
予
定
だ
が
、
再
度
休
業
と

な
っ
た
場
合
は
、
さ
ら
な
る
計
画

の
見
直
し
や
、
冬
季
休
業
の
短
縮

な
ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

ま
た
、
学
級
担
任
や
養
護
教
諭

そ
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
注
意
深
い
観
察
の
下
、
心

の
ケ
ア
に
努
め
る
。

●
文
部
科
学
省
・
北
海
道
教
育
委

員
会
の
指
針
に
基
づ
く
感
染
予
防

対
策
に
加
え
て
、
５
月
22
日
発
出

の
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
」
の
通
知
を
各
学
校

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
給
食
の

配
膳
や
食
事
の
際
の
注
意
事
項
、

校
内
の
消
毒
な
ど
、
感
染
症
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
予
防
の
た
め
、
町

内
外
の
多
く
の
企
業
か
ら
、
マ
ス

ク
・
消
毒
液
を
寄
贈
い
た
だ
い
た

が
、
今
後
手
指
消
毒
液
及
び
学
校

配
置
用
マ
ス
ク
の
購
入
を
計
画
し

て
い
る
。

　

今
後
も
徹
底
し
た
感
染
症
対
策

と
教
育
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

一
般
質
問

Ｑ．		子どもたちの学習や予防について
どうケアをしていくのか	

Ａ．		必要な授業日数を確保し徹底した感染
症対策を講じる	

◦�

休
業
が
続
き
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
に
対
す
る

ケ
ア
が
必
要
。

◦�

今
後
の
感
染
予
防
に
対
し
て

ど
う
対
策
す
る
か
。

質
問
の
背
景
・
ポ
イ
ン
ト

学校では児童生徒がマスクを着用し、距離を取り、
送風機を使い窓を開けて換気対策がとられている

感染症対策に加えて熱中症対策などにも気配り
をしている
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仮
議
場
で
の
議
会
風
景

総
務
産
業
常
任
委
員
会

�

令
和
２
年
４
月
16
日

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
苫
前
町
国
民
健
康
保

険
条
例
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
新
日
本
海
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
温
泉
入
浴
に
係
る
入

湯
税
の
６
ヶ
月
間
の
減
免
措
置

総
務
産
業
常
任
委
員
会

�

令
和
２
年
５
月
22
日

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
成
臨
時
交
付
金

１�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
費

　

�

手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ

ル
・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
・
予

防
対
策
用
色
上
質
紙
・
防
護

服
・
ゴ
ー
グ
ル
・
使
い
捨
て
マ

ス
ク
・
消
毒
液
他
購
入

２
苫
前
町
飲
食
店
応
援
金

　

�

町
内
に
店
舗
を
有
す
る
19
の
飲

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
20
万
円

の
応
援
金
を
支
給

３�

苫
前
町
中
小
事
業
者
持
続
化
支

援
金
支
給
事
業

　

�

本
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
い

ず
れ
か
の
月
の
売
上
が
前
年
同

月
比
30
％
以
上
減
少
し
た
小
売

業
、
宿
泊
業
、
飲
食
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
製
造
業
等
事
業
者
に

１
件
50
万
円
の
支
援
金
を
支
給

４�

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
環

境
整
備
事
業

　

�
町
内
小
中
学
校
の
学
習
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
の
た
め
の
生
徒
・
教

員
用
パ
ソ
コ
ン
を
購
入

５�

苫
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
振
興

券
発
行
事
業
補
助
金　

　

�

プ
レ
ミ
ア
率
を
20
％
か
ら
30
％

に
引
き
上
げ
て
５
千
セ
ッ
ト
発

行
６�

苫
前
町
商
店
街
チ
ラ
シ
事
業
補

助
金

　

�

小
規
模
事
業
者
等
の
販
売
促
進

を
図
る
た
め
の
チ
ラ
シ
作
成
及

び
新
聞
折
込
費
用
の
支
援

影響を受けた飲食店の支援策の一つである
商店街応援チラシ事業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
手
指
消
毒
、
マ
ス

ク
着
用
及
び
議
場
内
の
定
期
的
な

換
気
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
議
場
が
狭
く
、
密
接

を
避
け
る
た
め
、
傍
聴
人
の
定
員

を
特
例
と
し
て
３
人
に
限
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
会
中
継
は
、
当
面
の

間
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
道
の
森
林
は
、
全
国
の
森

林
面
積
の
約
４
分
の
１
を
占

め
、
国
土
保
全
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多

面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
人
工
林
資
源
が
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
計

画
的
で
着
実
な
山
づ
く
り
を
一

層
推
進
す
る
た
め
、
森
林
整
備

事
業
等
の
財
源
を
十
分
か
つ
安

定
的
に
確
保
し
、
造
林
事
業
の

地
方
負
担
分
の
起
債
を
可
能
と

す
る
地
方
債
の
特
例
措
置
の
継

続
及
び
森
林
資
源
の
循
環
利
用

に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
た
、

支
援
措
置
の
充
実
・
強
化
を
図

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
任
期
満

了
に
伴
い
監
査
委
員
及
び
農
業
委

員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
た
。

【
苫
前
町
監
査
委
員
】　

小
丹
保
隆
二�

氏

昭
和
57
年
事
務
補
と
し
て
苫
前
町

役
場
に
奉
職
、
町
民
課
長
・
農
林

水
産
課
長
・
会
計
管
理
者
を
歴
任

し
、
平
成
28
年
３
月
に
定
年
退
職

後
、
再
任
用
を
経
て
令
和
元
年
７

月
退
職
。

【
苫
前
町
農
業
委
員
会
委
員
】

令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で

村
本　
　

隆�

氏

大
矢
根
琢
弥�

氏

猫
島　

貴
之�

氏

川
端　

勝
美�

氏

十
亀　

一
男�

氏

向
野　
　

博�

氏

柴
田　

敏
文�

氏

田
井　

嘉
久�

氏

鈴
木　

弘
和�

氏

大
川　

博
文�

氏

伊
藤　

芳
史�

氏

監
査
委
員

農
業
委
員 

を
選
任

特集

コ
ロ
ナ
対
策
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

現在、消防庁舎２階の消防会議室にて議会が
行われている
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総
務
産
業

常
任
委
員
会

６月４日
開催

●
苫
前
地
区
コ
ミ
セ
ン
開
設
準
備

に
つ
い
て
設
置
条
例
を
含
め
協
議

●
令
和
元
年
度
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
の
実
績
報
告

　

件
数�

２
７
８
件　

　

総
額�

５
２
３
万
円

●
苫
前
町
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
徴
収
猶
予
、
税
額
控

除
の
特
例
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽

減
の
延
長

●
資
源
ゴ
ミ
収
集
車
の
取
得

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合

か
ら
の
譲
受

　

価
格�

１
７
８
５
万
円

●
令
和
２
年
度
羽
幌
町
外
２
町
村

衛
生
施
設
組
合
負
担
金
の
増
額

　

昨
年
５
月
発
生
、
き
ら
り
サ
イ

ク
ル
工
房
火
災
原
状
回
復
費
用
の

共
済
金
補
填
残

　

応
分
割
負
担
額�

１
８
６
万
円

●
苫
前
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
低
所

得
者
保
険
料
軽
減
の
拡
充

●
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

（
電
気
柵
の
購
入
、
無
償
貸
与
）

　

６
戸
、
８
圃
場
、
５
７
８
０
ｍ

●
若
年
者
雇
用
促
進
助
成
金

　

３
事
業
所
で
４
名

　

補
正
後
予
算
額�

１
４
８
万
円

●
土
木
事
業
の
補
正

　

補
助
金
の
決
定
に
伴
う
予
算
補

正
　

宮
島
橋
、
詳
細
設
計
委
託
業
務

　

第
一
中
島
橋
・
鳴
泉
橋
橋
梁
修

繕
工
事

　

補
正
額�

３
０
１
４
万
円

●
世
帯
向
け
民
間
賃
貸
住
宅
建
設

支
援
事
業
の
予
算
補
正

　

１
棟
４
戸
を
予
定

　

補
正
後
予
算
額�

８
０
０
万
円

●
苫
前
小
学
校
教
職
員
住
宅
建
設

　

１
棟
２
戸

　

予
算
額�

５
１
１
０
万
７
千
円

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事
業

　

古
丹
別
中
学
校
を
除
く
小
中
学

校
３
校
に
高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
及
び
児
童
生
徒
用
端
末

１
０
３
台
を
整
備

　

事
業
費�

４
４
６
３
万
１
千
円

第
３
回

臨 

時 

会

５月12日
開催

【
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

一
般
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分

〇
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

�

３
１
７
万
円

〇
苫
前
町
飲
食
店
応
援
金

　

20
万
円
×
19
件�

３
８
０
万
円

補
正
総
額�

６
９
７
万
円

補
正
後
予
算
額

�

51
億
５
２
４
３
万
１
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算

〇
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
補

助
金�

３
億
１
１
０
万
円

〇
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
事

業
費
・
事
務
費
補
助
金

�

３
５
０
万
２
千
円

補
正
総
額

�

３
億
４
６
０
万
２
千
円

補
正
後
予
算
額

�

54
億
５
７
０
３
万
３
千
円

第
４
回

臨 

時 

会

５月26日
開催

【
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

一
般
会
計
補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

〇
感
染
予
防
対
策
消
耗
品
・
備
品

購
入
費

�

３
０
４
万
円

〇
苫
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
振
興

券
発
行
事
業
補
助
金

�

７
６
４
万
円

〇
苫
前
町
商
店
街
チ
ラ
シ
事
業
補

助
金

�

１
４
５
万
２
千
円

〇
苫
前
町
中
小
事
業
者
持
続
化
支

援
金

�

３
０
０
０
万
円

〇
学
校
管
理
費
備
品
購
入

�

２
１
６
万
円

補
正
総
額�

４
４
２
９
万
２
千
円

補
正
後
予
算
額

�

55
億
１
３
２
万
５
千
円

総務産業常任委員会、議会報発行特別委員会・議会運営委員会・臨時会を開催 

資源ゴミ収集車の更新
� 介護保険料減額など議論

現在町内で設置されている電気柵、今年度は 6
戸 8圃場に対して無償貸与が予定されている

苫前地区コミュニティセンターと役場庁舎の耐震化工事
は順調に進んでいる
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阿部議長に自治功労者表彰が伝達される

　

今
年
度
の
議
員
の
道
内
外
の
各

種
会
議
及
び
研
修
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
書
面
開
催
又
は
中
止

若
し
く
は
延
期
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
あ
り
が
と
う
！
』
塞
ぎ
こ

ん
で
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

笑
顔
に
な
っ
た
、
牛
乳
と
ホ
タ

テ
稚
貝
の
消
費
拡
大
・
住
民
還

元
事
業
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
消
費
が
落
ち
込

み
、先
行
き
が
不
安
に
な
る
中
、

な
ら
ば
せ
っ
か
く
の
生
産
物
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
と
実
現

し
た
。
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

農
協
・
漁
協
・
商
工
会
の
職
員

の
皆
さ
ん
の
行
動
は
、
大
い
に

元
気
を
与
え
た
。
こ
れ
を
機
に

町
へ
く
り
出
す
住
民
の
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

肝
心
な
こ
と
は
、
慎
重
さ
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
思
い
切
っ

て
行
動
に
移
す
こ
と
。
も
ち
ろ

ん
色
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
り
、

批
判
が
あ
っ
た
り
、
時
に
は
誹

謗
中
傷
な
ど
も
。
矛
盾
だ
ら
け

の
世
界
の
中
で
、
い
か
に
自
分

ら
し
さ
や
思
い
を
貫
く
こ
と
が

で
き
る
か
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

仲
間
や
協
力
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
存
在
を
改
め
て
知
り
、
世
の

中
の
一
つ
の
歯
車
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
未
来
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
苫
前
町

ら
し
さ
を
確
立
し
、
ひ
と
際
輝

き
を
放
ち
、
幸
福
感
を
皆
さ
ん

で
共
有
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

�

文
責
／
西　

大
志

編
集
後
記

議
会
報
発
行

特
別
委
員
会

３月17・18日
４月15日

第
２
回
定
例
会
議
会
報
編
集
作
業

３
月
17
日

　

編
集
内
容
の
検
討
・
確
認

３
月
18
日

　

編
集
作
業

４
月
15
日

　

レ
イ
ア
ウ
ト
作
業

議
会

運
営
委
員
会

６月10日
開催

○
意
見
案
の
取
り
扱
い

　

６
件
の
要
請
の
う
ち
意
見
案
１

件
提
出
。

○
付
議
事
件

町
長
提
案

　

条
例
３
件
、
予
算
２
件
、
報
告

１
件
、
同
意
12
件
、
そ
の
他
２
件

議
員
提
案

　

意
見
書
１
件
、
そ
の
他
１
件

○
一
般
質
問

　

２
名
よ
り
２
件
の
通
告

○
会
期

　

６
月
18
日
か
ら
19
日
ま
で
の
２

日
間

○
そ
の
他

ク
ー
ル
ビ
ズ
対
応

　

６
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
期
間

○
議
会
議
員
名
簿
の
公
表

阿
部
議
員

　
自
治
功
労
表
彰

議
員
の
派
遣

小林康子さん
旭地区で酪農を経営
２児のお母さん

議会を傍聴したり、議会だよりを読みま
すか？

傍聴したことありませんが、議会だよ
りは農業とか気になる記事は読んでい
ます。

議会に対してのイメージは？

気軽には行きにくい。ちょっとお堅い
感じがします。

女性として議会に期待することは？

女性にも身近に感じられるように、女
性との話し合いの場があったら良いと
思います。

どんなことでも構いません、ママさん目
線で町に想うことはありますか？

昨年開催された子どもにお仕事を紹介
する「とままえお仕事フェス」のよう
なイベントを継続して欲しい。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

○
仮
議
場
に
お
け
る
傍
聴
人
の
定

員
に
つ
い
て

　

町
議
会
傍
聴
規
則
第
３
条
の
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
定
員
を

29
人
か
ら「
議
長
が
認
め
る
場
合
」

と
し
て
３
人
と
す
る
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
可
能
な
限
り
傍
聴
を
ご

遠
慮
願
い
、
希
望
者
は
事
前
に
議

会
事
務
局
へ
連
絡
の
上
、
人
数
が

定
員
を
超
え
る
場
合
は
く
じ
引
き

と
す
る
。

　

こ
の
度
、
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
阿
部
議
長
に
対
し
、
自

治
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
苫
前
町
議
会
議
員
と

し
て
25
年
以
上
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
６
月
18

日
の
第
２
回
町
議
会
定
例
会
前
に

仮
議
場
に
お
い
て
、
田
沢
副
議
長

よ
り
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
。



　若かりしの夏の思い出を
クレヨンで描きました。

『なつの思い出』

　フェルトを切り、重ね張
りで四季を表現しました。

『春夏秋冬』

　ペットボトルのキャップ
で「welcome to 苫前デイ」
を表現しました。

『Welcom to 苫前デイ』

　毛糸を束ね貼り絵でひま
わりを描きました。

『ひまわり』

　折り紙で下り藤を作りま
した。

『下り藤』

　折り紙でアレンジフラワ
ーを作りました。

『アレンジフラワー』

新型コロナウイルス感染防止にご協力をおねがいします。
「新しい生活様式」の実践をお願いします！

「広報とままえ」に皆様からの声をお待ちしております。
　身近な珍しい出来事、珍品、趣味、作品などのほか広報誌に対する意見・要望などもお寄せいただけ
れば幸いです。
　お問合せ　総合政策室総合政策係　☎：0164–64–2212　FAX：0164–64–2142

まちなかギャラリー

　ご自身の症状に不安がある場合は、次の窓口にご相談ください。
電話番号 開設時間

体調についての相談
〇苫前町保健福祉課

専門窓口ではありません
0164-64-2215 平日　８：30～17：15

帰国者･接触者相談センター
〇留萌保健所 0164-42-8310 平日　８：45～17：30
〇北海道保健福祉部
　健康安全局地域保健課 011-204-5020 24時間

〇厚生労働省電話相談窓口 0120-565-653
（フリーダイヤル）

9：00～21：00
（土日祝も含む）

苫前町デイサービスセンター利用者の共同作品

苫前町生きがいデイサービスセンター利用者の共同作品

「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
は
じ
め
よ
う
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